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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善している一方で、新興国経済の減速の

影響などから輸出・生産面に鈍さがみられ、企業業績の改善や設備投資持ち直しの動きにも足踏みがみられまし

た。先行きについては、雇用・所得環境改善の傾向が続くなかで、各種経済対策の効果などにより、緩やかに回復

していくことが期待されているものの、英国のＥＵ離脱問題や、米国新政権の動向、中国経済の成長鈍化など海外

情勢の不透明感に伴う企業収益の悪化なども懸念されております。 

当社グループの市場環境は引き続き競争激化の状況にありますが、新たな成長を見据え独自の付加価値強化に

よる収益性の向上及びアジアを中心とした成長市場への進出によりグローバルビジネスの拡大を図っております。 

具体的には、システムセグメントでは、主要商品である商品監視システムや入退室管理システムの付加価値強

化、ＲＦＩＤシステム、リテールソリューション、クラウド型無線ＬＡＮ等の新たな市場開拓、またTakachiho 

Fire, Security & Services(Thailand)Ltd.が従来からタイにおいて展開していた防火システム事業を、Guardfire

社の買収によりＡＳＥＡＮ諸国全体に広げ、高度防火システム事業をグループ事業の柱の一つとして確立させるな 

ど、グローバル事業拡大を図ってまいりました。他方、デバイスセグメントでは、電子事業においては主に通信関

係の新商材の拡販や各種半導体を使用した基盤設計の提案を強化し、また産機事業では海外ＡＴＭ向け電子錠の拡 

販や新たに米国に機構部品の販路を拡大するなどの戦略を展開し、グローバル市場での拡販に注力してまいりま

す。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、外資系企業向け入退室管理システムの販売が好

調に推移した一方で、中国ＡＴＭ市場における機構部品の販売不振やＲＦＩＤシステムの案件後ろ倒しなどから、

売上高は前年同期比9.1％減の134億81百万円となりました。 

損益につきましては、売上総利益率の改善やコスト削減に努めたことなどにより、営業利益は前年同期比43.2％

増の２億21百万円となりました。経常利益は前年同期に発生した為替差損が解消し、為替差益１億12百万円に転じ

たことなどから、前年同期比181.9％増の３億86百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、特

別損失の発生を経常利益の増加で吸収したことから、前年同期と比較して１億24百万円増加し、92百万円となりま

した。なお、この特別損失は、2012年の買収により発生したのれんを、償却期間を５年として４年半償却を終えた

段階で回収可能性を慎重に検討した結果、償却を半年前倒しし、残存価額全額87百万円の減損損失を計上したこと

などによるものです。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（システムセグメント） 

システムセグメントの売上高は、前年同期比3.3％減の79億26百万円、営業利益は、売上総利益率の改善など

から前年同期と比較して１億86百万円増加し、68百万円となりました。 

セキュリティ商品類では、外資系企業向け入退室管理システムの販売とタイにおいてセキュリティ事業が好調

に推移した一方で、アパレル小売店やＧＭＳ（総合スーパーマーケット）向けなどの販売が苦戦したことなどか

ら、売上高は前年同期比6.3％減の49億71百万円となりました。 

その他ソリューション商品類は、クラウド型無線ＬＡＮシステムなどのネットワーク機器の販売が伸長した

一方で、ＲＦＩＤシステムの売上案件が後ろ倒しになったことや、メーリング機器の販売において前年のマイナ

ンバー関連特需が剥落した影響などから、売上高は前年同期比2.8％減の10億78百万円となりました。 

カストマ・サービス商品類は、スマートフォン向けディスプレイセキュリティの大口保守収入などが増加し

たことから、売上高は前年同期比5.1％増の18億75百万円となりました。

 

（デバイスセグメント） 

デバイスセグメントの売上高は、前年同期比16.2％減の55億55百万円、営業利益は前年同期比40.9％減の１

億59百万円となりました。 

電子商品類では、産業機器、遊技市場向け販売が堅調に推移した一方で、スマートフォン向けの販売が苦戦し

たことやＩＰ－ＰＢＸ（構内交換機）の量産化が後ろ倒しになるなどから、売上高は前年同期比17.0％減の21億

95百万円となりました。 

産機商品類では、海外小売店の金融端末向けに機構部品の大型案件を獲得したものの、中国ＡＴＭ市場での

販売不振の影響や遊技市場向けの販売が競争激化により苦戦したことなどから、売上高は前年同期比15.6％減の

33億59百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ４億78百万円減少し、177億74百万円
となりました。これは商品及び製品が２億55百万円、現金及び預金が98百万円増加した一方で、受取手形及び売掛
金が４億94百万円、のれんが３億67百万円減少したことなどによるものです。 

他方、負債は、前連結会計年度末と比べ２億７百万円減少し、42億２百万円となりました。これは未払法人税等

が２億37百万円減少したことなどによるものです。純資産は前連結会計年度末と比べ２億71百万円減少し、135億

72百万円となりました。これは自己株式の取得１億79百万円に加え、配当金の支払い２億26百万円などにより利益

剰余金が１億44百万円減少したことなどによるものです。自己資本比率は前連結会計年度末から0.5ポイント上昇

し、76.3％となりました。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、Takachiho 

America,Inc.の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（３）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,758 5,857 

受取手形及び売掛金 5,863 5,368 

有価証券 500 500 

商品及び製品 2,218 2,474 

原材料 109 67 

その他 554 587 

貸倒引当金 △12 △7 

流動資産合計 14,992 14,847 

固定資産    

有形固定資産 306 322 

無形固定資産    

のれん 1,465 1,097 

その他 122 92 

無形固定資産合計 1,587 1,190 

投資その他の資産    

投資有価証券 772 848 

その他 595 565 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 1,367 1,413 

固定資産合計 3,261 2,927 

資産合計 18,253 17,774 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,466 2,486 

未払法人税等 277 39 

賞与引当金 244 146 

役員賞与引当金 3 2 

その他 701 814 

流動負債合計 3,693 3,488 

固定負債    

退職給付に係る負債 645 653 

その他 70 60 

固定負債合計 716 713 

負債合計 4,409 4,202 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,208 1,209 

資本剰余金 1,169 1,170 

利益剰余金 12,194 12,049 

自己株式 △604 △783 

株主資本合計 13,967 13,645 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 158 228 

為替換算調整勘定 △265 △280 

退職給付に係る調整累計額 △33 △29 

その他の包括利益累計額合計 △140 △80 

新株予約権 17 7 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 13,844 13,572 

負債純資産合計 18,253 17,774 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 14,824 13,481 

売上原価 11,201 9,977 

売上総利益 3,623 3,503 

販売費及び一般管理費 3,468 3,282 

営業利益 154 221 

営業外収益    

受取利息 2 1 

受取配当金 15 14 

為替差益 － 112 

受取補償金 9 － 

持分法による投資利益 0 0 

債務勘定整理益 － 28 

その他 22 10 

営業外収益合計 50 168 

営業外費用    

支払利息 1 1 

為替差損 63 － 

支払手数料 2 2 

その他 0 0 

営業外費用合計 67 3 

経常利益 137 386 

特別利益    

投資有価証券売却益 23 0 

新株予約権戻入益 0 11 

特別利益合計 23 11 

特別損失    

減損損失 － 87 

合併関連費用 － 16 

特別損失合計 － 104 

税金等調整前四半期純利益 160 293 

法人税、住民税及び事業税 189 154 

法人税等調整額 5 47 

法人税等合計 194 201 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △34 92 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△32 92 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △34 92 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △43 69 

為替換算調整勘定 △223 △14 

退職給付に係る調整額 △0 4 

その他の包括利益合計 △267 59 

四半期包括利益 △301 151 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △299 151 

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システム デバイス 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高          

外部顧客への売上高 8,197 6,626 14,824 － 14,824

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － －

計 8,197 6,626 14,824 － 14,824

セグメント利益又は損失（△） △118 270 151 2 154

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額２百万円は、連結調整額であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  システム デバイス 合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高          

外部顧客への売上高 7,926 5,555 13,481 － 13,481

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － －

計 7,926 5,555 13,481 － 13,481

セグメント利益 68 159 227 △6 221

（注）１．セグメント利益の調整額△６百万円は、連結調整額であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「システム」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第３四半期連結累計期間においては87百万円であります。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

「システム」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上したため、のれんの金額が減少しており

ます。なお、当該事象によるのれんの減少額は、当第３四半期連結累計期間においては87百万円であり

ます。 
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４．補足情報

 販売実績

（単位：百万円）

区分 

前四半期 

（平成28年３月期 

第３四半期） 

当四半期 

（平成29年３月期 

第３四半期） 

  セキュリティ商品類 5,304 4,971

  その他ソリューション商品類 1,109 1,078

  カストマ・サービス商品類 1,783 1,875

  システム        計 8,197 7,926

  電子商品類 2,645 2,195

  産機商品類 3,980 3,359

  デバイス        計 6,626 5,555

計 14,824 13,481
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